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◎シェードガイドについて   

以前、色の３属性についてご紹介しました。 

今回は、一般的に用いられているシェードガイドについてです。 

 この季節、街中を歩くと目につくのがシクラメンです。  赤い花が気持ちを 

 暖めてくれることもありますし、クリスマスソングが流れていたりすると、 

 否が応でも年末の押し迫った忙しさを感じることもあります。 

 シクラメンは地中海沿岸が原産で、日本には明治時代に入ってきたそうです。 

 燃えたつような赤い花弁から和名を篝火花（かがりびばな）といいます。 

 又、丸い球根を豚が食べることから豚の饅頭という別名もあるようです。 

 品種改良が進んで、今では紫、黄、斑入りなどバリエーションも多く、いろんな 

 場を華やかに演出してくれます。 

 そう言えば「シクラメンのかほり」という昭和のヒット曲がありましたね。 

  香はどんなだろう…と思いながらなつかしい曲を口ずさんでいます。 

 

 いよいよ年の瀬、どうぞお元気によいお年をお迎えください。   Ｓ.Ｋ   

                                                               

1) 色相別の彩度順に配列されている場合 

・Aシェード５色、B,Cシェード４色、Dシェード３色 

２） 明度順に再配列した場合 

・この様に明度順に並び替える事で、色の変化の流れが分かり易くなります。 

※B1が最も明度が高く、４つの色相の中で最も明度が低いものはC系統。 

  その中で彩度が最も高いものはC4、計１６色中で最も明度が低い位置になります。 

  全体的に彩度が高くなるにつれて、明度が下がる傾向にあります。  


